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木津川

• 久御山町は京都府南部に位置し、南側は木津川、北側は宇治川に接しています。
• かつて巨椋池と呼ばれる広大な池があり、現在は干拓され豊かな農地・自然の中にまちが広がって

います。
• 京滋バイパス・第二京阪道路が接続する久御山JCTがあり、自動車でのアクセス性の高さから、製

造業等の工場や流通業等の拠点が多く立地し、工業の町としても繁栄しています。

• 総面積：13.86 km² 

• 総人口：約1.5万人

• 世帯数：約5,400世帯

宇治川

八幡市

1-1久御山町の概要

久御山ジャンクション



久御山町の概要・現況 3０1

• 久御山町は２つの川に囲まれ、 宇治川では対岸への渡船、淀川舟運等、木津川では流れ橋や川辺
の茶畑など、古くから人々の生活の中で川が親しまれてきました。

• 町内には古川が流れ、川沿いの並木の他、身近な親水空間として親しまれてきました。
• 一方、歴史的にも浸水の多い地域であり、現在の川辺は親水空間としての機能を失っています。

・宇治川は一級河川であり、淀川の通称。

・天ヶ瀬ダム上流部から桂川・木津川合流
部付近までを宇治川という。木津川と合
流した後は淀川となり、大阪湾に注ぐ。

・久御山町では天ケ瀬ダムの放水による増
水で、河岸が浸水するため、親水空間と
してのイメージが乏しい

水系名 淀川水系

幹川流路延⾧ 75.1km（淀川全体）

流域面積 506km2

流域内人口 約1,100万人（淀川水系全
体）

・木津川は淀川の支川であり、その源を三
重、奈良の県境を南北に走る布引山脈に
発する。京都府八幡市付近で宇治川、桂
川と共に淀川へと合流する。

・久御山町では流れ橋周辺について、景観、
親水の観点から砂河原の再生を行い、観
光地として人気。

1-2 久御山町に関連する河川の概要と取組

・久御山町内の河川で古くから身近な親
水空間として親しまれる。

・「古川を美しくする会」が河川の清掃
活動等を実施。周辺自治体と連携した山
城うるおい水辺パートナーシップにも参
画

水系名 淀川水系

幹川流路延⾧ 99km

流域面積 1,596km2

出典：お茶の京都DMOHP

宇治川

木津川

古川
水系名 淀川水系

幹川流路延⾧ 13.5km

流域面積 54.7km2
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・かわまちづくりの対象エリアは久御山町北西部の宇治川左岸を中心とした下記のエリアとします。
・京滋バイパス「久御山淀IC」,「久御山IC」から約１kmの距離に位置し自動車アクセスが良好。
・計画地の周辺は、市街化調整区域に指定、農業地域に位置しており、周囲には田畑が立地します。

1-3 久御山町の資源と対象エリアの概要

かわまちづくり計画
対象エリア

農業エリア

工業エリア

国交省ストックヤード
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東一口
旧山田家住宅

久御山JCT

前川堤 桜並木

旧山田家住宅 前川堤の桜並木

• 計画地周辺は、古くから川や水と関わりある一口（いもあらい）集落であり、歴史ある漁村集落で
ある東一口地域には、文化財「旧山田家住宅」が立地。今後の活用について検討が進みます。

• 対岸にリニューアルオープンした「京都競馬場」、多くの観光客が訪れる「前川堤の桜並木」、御
牧地区の優良な「農地・体験農園」等、観光・集客の資源があり、回遊拠点としての期待されます。

• 一方、観光戦略をどうコーデイネートしていくかは課題が多くなっています。

1-4 計画地周辺の概況

京都競馬場

農地・体験農園

京都競馬場

農地・体験農園エリア

宇
治

川
国交省ストックヤード
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 中央公園
町民の活動やチャレンジのきっかけを提供
し、新たな交流や取り組みがうまれるよう
な公園づくりを目指し、再整備を進める。

 全世代・全員活躍まちづくりセンター
社会教育・生涯学習、子育て支援、子ども
～シニアの活動支援、多世代・多文化交流
機能等を複合し、R8オープン予定。

 まちの駅クロスピアくみやま
産業情報発信拠点、町内企業の連携の拠点
として、観光拠点・コワーキングスペース
として運営。地域の農産品の販売も実施。

 旬彩の里
イオンモール久御山の駐車場内に立地する、
久御山産農産物の直売所。地域農家で組成
された協議会が運営。

 イオンモール久御山
115店舗の専門店が入る商業施設。久御山
町内だけでなく、京都市伏見区や京都府南
部地域から広域に集客がある。

 ルートイン久御山
令和７年３月にオープンした久御山町の新
たな宿泊の拠点。224室9階建てで、ビジネ
スの他観光の集客も見込む。

久御山町の概要・現況 9０1

• 町内では、町民の活動やチャレンジを後押しする拠点として、中央公園、全世代・全員活躍まちづ
くりセンター等の公共施設のリニューアルが進んでいます。

• 集客施設であるイオンモール久御山の周辺には、クロスピアくみやま、旬菜の里などの観光・地域
物産の販売拠点が立地する他、R7年にホテルもオープンし、観光振興の機運が高まっています。

1-6 関連政策に関わる町内の施設

みなくる
タウン予定地

国交省ストックヤード
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京滋バイパス

高台

ヤマト運輸配送センター

宇治川

■高台
・ストックヤード盛り土
・町道の移設

■河川・河岸
・河川のしゅんせつ
・工事用船着場の整備

■ストックヤード部分の整備概要
・資材置き場
・水防団駐車場
・ヘリポート
・ストックヤード

ストックヤード

出典：国土交通省資料

• 対象エリア内の西一口地区では、国土交通省が河川のしゅんせつ工事を実施しており、久御山町で
は工事を契機に、川を中心にしたにぎわい・水防の拠点としての活用を検討しています。

(工事に伴う整備概要)
・工事用の仮設船着場を整備
・既存のストックヤード（高台）をしゅんせつ土で拡張
・河川敷の植物を伐採し工事可能な状態に整備

2-1 河川しゅんせつ工事に伴う工事の概要
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・淀川水系では、堤防が決壊した場合の応急復旧に必要な資材の備蓄が不十分であり、堤防決壊に伴う復旧資材
の確保や復旧活動拠点の整備が必要

・淀川河川事務所管内では16ヶ所の河川防災ステーションと水防拠点整備を予定
・久御山町は３川の合流部付近に位置することから、淀川管内の復旧活動において中心的な役割を果たす中核拠

点として計画

淀川水系における河川防災ステーション・水防拠点の位置付け

久御山町における当事業の防災上の役割

・対象地の想定浸水は5.0mだが、約７mの盛り土を
行うことで浸水を軽減できる

・現指定避難所である御牧小学校よりも集落に近く、
一時避難所としての活用が期待

・水防倉庫を新設し、水防拠点としての機能を強化 出典：久御山町洪水ハザードマップ

• 久御山町は町全域が浸水区域内であり、昭和28年には台風13号により、宇治川左岸の堤防が決壊
し、町全域が浸水被害にあうなど、治水対策は町の最重点課題となっています。

• 特に、宇治川の堤防決壊が懸念されるだけでなく、宇治市等から流れる古川の水も集まる一口地
域は、治水の拠点及び高台の整備が求められています。

現況水防倉庫

東一口集落

対象地（約7m盛り土）

2-2 防災事業の必要性

水害等に関する久御山町の現況
・久御山町は山城盆地の中で最も低いところに位置

し、町全域が宇治川、木津川の浸水区域内であり、
内水を排除する治水対策は町の最重点課題。

・昭和28年には台風により宇治川が氾濫、佐山・御
牧地域を中心に町全体が浸水し、低地では水が引
くまでに約1か月を要した。
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■淀川舟運活性化協議会

■淀川水系かわまちづくりネットワーク

• 万博に向けて淀川舟運を復活させる機運があり、実証実験を随時実施予定です。
• 八幡から伏見間を運航する舟運の航路の途中に久御山町の事業地が立地しています。

京都府下では三川合流地域（八幡市）、伏見港（京都市）、天ケ瀬ダム（宇治市）で先行してかわ
まちづくり計画を策定しており、連携が期待できます。

天ケ瀬ダム八幡市 伏見港

 石清水八幡宮等の周辺歴史資源、さくらであ
い館を活かしたにぎわいの創出

 モーターボートの運航やSUP体験等の実施

2-3 淀川水系におけるかわまちづくり・舟運活性化の取組

 新たに整備する広場やダム周辺の水辺を活用
したイベント開催による観光振興の促進

 伏見港の水辺空間の高質化、イ
ベントや舟運、水辺アクティビ
ティの実施によるにぎわい創出

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

2-1  河川しゅんせつに
伴う工事の概要

2-2  防災事業の必要性

2-3  淀川水系におけ
るかわまちづく
り・舟運活性化
の取組

2-4  河川防災ステー
ション事業の検討

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



当事業を取り巻く状況 13０2

・地域の人々のレクリエーションの場、河川を中心と
した文化活動の拠点として活用される施設

・市町村が行う水防活動を支援し、災害が発生した
場合には緊急復旧などを迅速に行う基地

・水防活動に必要な土砂などの緊急用資材を事前に備蓄、災害時の資材の搬出入やヘリコプターの離
着陸などに必要な作業面積を確保する目的で整備

・市町村が整備する水防センターを中心に、平常時は地域に開かれたにぎわいの拠点となる

｢河川防災ステーション｣とは

 国土交通省が地方自治体と連携して整備する水防拠点

災害時 平常時

• 水防拠点の整備ニーズ、周辺まちづくりの状況を受けて、西一口地区での、河川防災ステーショ
ンの整備を検討していきます。

2-4 河川防災ステーション事業の検討01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

2-1  河川しゅんせつに
伴う工事の概要

2-2  防災事業の必要性

2-3  淀川水系におけ
るかわまちづく
り・舟運活性化
の取組

2-4  河川防災ステー
ション事業の検討

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



町民・関係機関・事業者の意見 14０3
3-1 意見聴取の概要

• 構想の検討にあたり、町内外にお住まいの方、関係者、事業者の方々のアイデアやご意見を伺い、
基本方針や機能の検討に反映しました。

町民等アンケート
 町内外を対象としたWEBアンケートを実施し、320名の皆様からの意見を構想に反映しました。
 全戸への折込チラシで周知するとともに、町内のイベントや各施設、久御山高校等で配布しました。

トライアル・ワークショップの実施
 「実際に(仮称)MIZUBEステーション※でやってみたいを実現する」ワークショップを実施し、参加した皆様

の意見ややってみたいことが実現できる場となるよう構想を検討しました。
 上記アンケート内で募集するとともに、町内で活躍する各団体の皆様にも声をかけました。

関係者ヒアリングの実施
 国土交通省や京都府をはじめ、当該地に関係する機関や団体、近隣施設等へヒアリングを行い、周辺地域の

現状や既存の事業を踏まえた防災ステーション、船着き場の在り方に関するアイデア等を聴取し、構想に反
映しました。

民間事業者ヒアリングの実施
 水辺アクティビティ事業者、町内農家、町内商業施設テナント等にヒアリング調査を行い、事業への関心や、

防災ステーション・船着場のあり方に関するアイデア等を把握し、構想に反映しました。

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制

※「(仮称)MIZUBEステーション」とは国土交通省のMIZBEステーション事業を参考に町が独自に呼称する事業名称です



町民・関係機関・事業者の意見 15０3
3-2 町民等アンケート結果

•  町内にお住まいの方の8割が災害に不安を感じています。
• （仮称）MIZUBEステーションへの近隣の避難ニーズがあり、今後検証する必要があります。
• 防災施設としては、避難所として生活できる広いスペースや水害時に避難できる高台が求められ

ています。

■大雨や台風、地震等の災害に対して不安を感じていますか。
 [１つ選択]

とても不安に
感じている

37.3%
やや不安を
感じている

45.8%

どちらともいえない
8.4%

あまり不安を感じていない
8.4%

わからない
0.0%

(n=84)

全く負担を感じていない 0.0%
わからない 0.0%
無回答 0.0%

■（仮称）MIZUBEステーションが整備されて以降、風水害
 の危険や地震等が起こった際に、どこに避難しますか。 
 [１つ選択]

（仮称）MIZUBE ス

テーションに避難

14.3%

在宅避難

29.8%1～２以外の場所に

避難

33.3%

わからない

21.4%

無回答

1.2%

(n=84)

■新しく整備される施設に災害時に必要で、特に重要と思う機能
 について教えてください。[あてはまるものすべてを選択]

60.7%

57.1%

53.6%

50.0%

46.4%

38.1%

21.4%

20.2%

20.2%

4.8%

10.7%

3.6%

0 20 40 60 80 

避難所として生活できる広いスペース

水害時に避難できる高台

水道が止まっても使える防災井戸・マ

ンホールトイレ

災害に備え食糧等を備蓄できる倉庫

災害時に使用できる非常用電源

炊き出しができる調理室

災害時に活用できるかまどベンチ

災害対策室に利用できる諸室

ペットと避難できる諸室

わからない

その他

無回答 n=84

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民等アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



町民・関係機関・事業者の意見 16０3

• にぎわい空間としては、アクティビティ空間やマルシェ、イベント等ができる場へのニーズが
高いことがわかりました。

• 年齢・性別・居住地によってニーズは多様であり、ライフスタイルやライフステージに合った
幅広い活動が許容できる空間が必要であることもわかりました。

■（仮称）MIZUBEステーションがどんなことができる場所になるといいと思いますか。 [あてはまるものすべてを選択]

67.2%

53.4%

44.8%

43.1%

43.1%

41.4%

39.7%

31.0%

24.1%

20.7%

20.7%

15.5%

12.1%

8.6%

0.0%

0.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

魚釣り・バーベキュー・キャンプ等、アウトドアアクティビティが楽しめる場

河川敷でのマルシェ・水上ステージでの音楽イベント等、町民自身で様々な活動...

家族やペットを連れて川遊びが楽しめるレクリエーションの場

川沿いでのウォーキング・ランニング・サイクリング等の前後に汗を流したり休...

子供を遊ばせながら川の環境保全や、水辺の危険性、防災等が学べる場

川を眺めるカフェやレストラン・直売所など食を楽しめる場

水辺で読書やピクニックなどゆっくりした時間が楽しめるリラクゼーションの場

河川敷でスポーツアクティビティが楽しめる場

SUPやカヌー、カヤックなどのアクティブホビーが楽しめる場

川の生き物・花木・野鳥観察などとふれあえる自然体験の場

写真・動画撮影をしたくなるオシャレな空間

農業・工業のPRや周辺地域の歴史、観光情報等の発信が行える地域の情報発信...

久御山町の新たなシンボル・ランドマークとして自慢できるような建物や空間

その他（自由回答・必須）

特になし

無回答 n=58

(%)

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民等アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制

3-2 町民等アンケート結果



町民・関係機関・事業者の意見 17０3
3-3 トライアルワークショップの結果

歴史を学び、久御山町について
語れる人材を増やし、魅力を発
信したい！
 

BMXやSUPができる場所を
作って、アクティビティとい
えば「久御山町」となるよう
にしたい！

久 御 山 町 と 特 産 品 を 使 っ た
BBQや食を楽しめるキャンプ
をしたい！
 

災害に備えて、防災食や災害時の
生活体験の機会をつくりたい！
 

地 元 の 農 家 と 住 民 を つ な ぐ 、
ファーマーズマーケットを開催
したい！

高 齢 者 や 運 動 好 き の 人 な ど の
いろんな人が参加できる運動会が
したい！

• 計3回のトライアルWSを実施し、下記のような意見がありました。
• ワークショップでは、チームを立ち上げ実際に「やってみる」ことを目標に動いています。

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民等アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



町民・関係機関・事業者の意見 18０3
3-4 関係者ヒアリング結果

• 関係者からは積極的な連携を検討したいとの意見が出た一方、周辺市町との差別化が必要との
意見もあります。

協議会等を立ち上げる際は
積極的に参画したい。
 

宇治川流域で先行している八幡、
宇治、伏見と異なるコンセプトと
した方がよい。防災や農は大きな
特徴づけとなる 

京都府として「川」を中心にした
取組を進めようとしている。
久御山も地域×川でなんらか方針
が出せればよい。
 

サイクリングの拠点や、まちと
かわをつなぐ新たなモビリティ
など、周遊の観点も必要 

かわまちづくり計画は「川」と
「町」をつなぐことが重要。地
域性を考えてコンセプトやあり
方を検討すべき

イベントへの参加、出店等の検討
が可能。社会実験段階から連携し
たい。水辺を活かしたこの場所な
らではの展開があるのではないか
 

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民等アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



町民・関係機関・事業者の意見 19０3
3-5 事業者ヒアリング結果

• 民間事業者からは自動車でのアクセスの利便性や、水辺のポテンシャルについて肯定的な意見が
ある一方、具体的なターゲット等がまだ不明瞭なことから、トライアルが重要との意見もありました。

防災グッズ等のPRや防災キャンプ
等のイベントも実施可能。ノウハ
ウを提供し、最終的には地域で運
営できる形が望ましい。

車でのアクセス性が高くまちなか
に近い場所でカヌー・カヤック等
のアクティビティができる環境は
ポテンシャルが高い。 

公共交通機関の利便性がよくない
場合も工夫次第で集客は可能と考
える。車で運搬が必要なニッチな
スポーツに絞る等はどうか。

災害時だけでなく平時の活動にも
フェーズフリーに利用できる取組
を行いたい。防災を意識した商品
のイベント出店等も可能。

町内の直売施設と差別化し、体験を
売るようなサービスを展開、シャ
ワーなども利用できれば、都市部か
ら利用されるのではないか。

圃場の一部を体験農園とすること
も検討できる。農家が運営をする
のは難しいため、予約システムな
どがあると実現性が高まる。

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

3-1  意見聴取の概要

3-2  町民等アンケート
結果

3-3  トライアルワーク
ショップの結果

3-4  関係者ヒアリング
結果

3-5  事業者ヒアリング
結果

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



かわまちづくりの基本方針 20０4

•

•

•

•

• •

•

• 調査結果等を踏まえ、かわまちづくりにあたって、「暮らし」「産業」「観光」の各視点から
以下に示すまちの課題解決を目指します。

4-1 課題01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

4-1  課題

4-2  基本方針

4-3  重点エリア・重点
事業の方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



かわまちづくりの基本方針 21０4

• 久御山町でのかわまちづくりは、基本方針として下記を定め、「防災力の向上をきっかけに、
地域の新たな価値の創造やまちづくりの推進に寄与する事業となることをめざします。

4-2 基本方針

本事業を「歩くまち久御山」をは
じめ町が進めるまちづくりの推進
力に活かすとともに、地域課題の
解決や住民ニーズへの対応に資す
るものとします

宇治川のほとりに位置す
る親水性の高い立地や、
周辺の歴史や
まちづくりの動き、
豊かな農地を
讃える地域の
ポテンシャル等
を活かした活用
を図ります

周辺地域に点在す
る魅力資源との連
携をつむぐととも
に、町内の住民や
地域団体、民間事
業者などが活躍す
ることができる場
づくりを進めます

まちづくり推進
や課題解決に

寄与する

この場所なら
ではの魅力を

つくる

地域や事業者
など久御山町
内の活力を

活かす

緊急時と平時
相互の活動で
高い防災力を

生む

豪雨災害など緊急時の防災
機能を集積させるとともに、
平時の利用を通じた円滑な
避難や水害に係る知識の普
及により総合的な地域防災
力の向上を図ります

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

4-1  課題

4-2  基本方針

4-3  重点エリア・重点
事業の方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



かわまちづくりの基本方針 22０4

• 防災ステーション整備事業対象地を中心としたエリアをかわまちづくり重点エリアとします。
• 防災ステーションの整備をきっかけに周辺エリアへのまちづくりへの波及が求められます。
• まちとの関係性を生む施策である国交省のMIZBEステーション事業を活用し事業を推進します。

4-3 重点エリア・重点事業の方針

重点
方針

重点エリア

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

4-1  課題

4-2  基本方針

4-3  重点エリア・重点
事業の方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・推
進体制



（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 23０5

• 町全域が浸水区域であることからハザードマップ等を町民に認識してもらい、河川の危険性に対する対処や発災時の
対応について周知する必要がある

• 町民アンケート等からは、避難所・防災拠点として活用できる施設のニーズが高い

5-1 重点方針ごとの想定機能検討

•

（水害時の対処・知識を学べる）

防災学習のための展示・研修室など

•

（物資輸送や広域支援の基地機能）

インフラ物資輸送のためのヘリポート・船着場等

•

（水防備品の保管、活動・訓練場所の確保）

水防団の活動のための倉庫・訓練スペースなど

•

想定設備：避難のための空間・備品（トイレ、シャワー、
備蓄、インフラ）

水防技術講習会情報伝達訓練

高台への避難
舟運を活用した物資輸送船をつかった避難・緊急参集

情報発信スペース 学習・体験スペース
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イメージ

5-3  エリアの在り方検討

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・
  推進体制



（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 24０5

• 観光・PRの戦略の一環として、対象地周辺の農地や歴史資源を活かした取組が必要
• 久御山町の農業・企業のPR、特に農業者の販路開拓につながるような取り組みが必要

• エシカル消費やSDGｓ等、体験型観光がトレンドであり、地産地消・スローフード等のニーズが高まる中、体験型を意識する
など、昨今のトレンドや若年購買層のニーズを満たす必要がある

• 但し、常設の施設を最初から稼働させることは困難である。また、中央公園、旬菜の里等との機能分担が必要

•
（駐車場・更衣室・ツアー造成・予約管理等）

• （デジタルサイネージ等）•
（駐車場・更衣室・ツアー造成・予約管理等）

•
（マルシェ・ショップ・カフェ等）
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（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 25０5

• アンケート等ではキャンプやグランピング等の屋外アクティビティや水辺アク
ティビティの需要が高い

• 府内ではカヌー・カヤック等ができる場所は少なく、車でのアクセス性等の観点
から集客が期待できる

•  「かわまちづくり」制度を活用している周辺市町との連携が期待できる

•

（道具レンタル・体験実施等）

•
（停泊スペース・予約管理等）

•

（イベントスペース・ワークショッ
プルーム、活動をサポートする仕組
み（設備貸出、運営支援など））

• 町内において市民活動推進・トライ
アル等の機運が高まっており、市民
が活動できる場所の選択肢として当
拠点の整備が求められる

高水敷のイベント利用

•
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（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 26０5

• 定住促進のため、久御山町での豊かな暮らしを可視化し、住んでみたいと思えるようなまちづくりが肝要であり、
ニーズに沿った機能が必要

• WSでは、普段、まちなかでは見られない景色や活動が楽しめる場、子どもがのびのびと遊べる場が求められている。

• アンケートでは、イベント等の実施のほか、飲食店、家族やペットと川遊びが楽しめる場、ウォーキング拠点等の
ニーズが高い。

•

（高水敷を活かした自然の遊び場・家族で楽しめる
レジャー・レンタル機能等）

•

（宇治川に生息する生き物や歴史を学ぶスペース等）

•

（川辺・農地を眺めながら食事ができる飲食施設、
ランニング・ウォーキング等の健康増進拠点）

•

（小型モビリティ・バスなどの移動手段、駐車場）
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対象地

宇治川・天ケ瀬ダムエリア
（宇治市）

伏見港エリア
（京都市伏見区）

三川合流エリア
（八幡市）

沿川かわまちづくりエリアとの連携
（イメージ）

１｜舟運事業の立ち上げ
・宇治川流域を周遊することができる
 舟運事業

２｜観光交通・公共交通との連携
・観光バス・鉄道を軸とした周遊ツアー
・コミュニティバス等との接続
・多様なモビリティの導入

３｜サイクリングロードの整備等
・水辺を感じながら自転車移動ができる
 サイクリングロードの整備

（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 27０5

・事業実施にあたっては町内外の周辺資源・事業との連携を想定します。

5-2 周辺機能との連携イメージ01｜久御山町の概要・
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（仮称）MIZUBEステーションの機能や空間形成の在り方 28０5

• 下記のエリアごとに、機能を満たす空間の在り方を検討します。

水辺と高台をつなぐエリア
高台活用エリア

（約5,000㎡）

船着き場高水敷（約18,000㎡）

水辺活用エリア

ストックヤード

エリア

5-3 エリアの在り方検討

舟運事業の拠点

広さ・水面に近いことを活かした
駐車場・アクティビティを実施

水防用資材の保管
資材を活かした
アクティビティを実施

水防センター等の施設を設置
農地・高水敷への景観を活かす

当事業地へのエントランス
高台と高水敷をつなぐ高質な空間に

河川でのアクティビティを実施

01｜久御山町の概要・
現況

02｜当事業を取り巻く
状況

03｜町民・関係機関・
事業者の意見

04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

5-1  重点方針ごとの想
定機能検討

5-2  周辺機能との連携
イメージ

5-3  エリアの在り方検討

06｜実現方策の検討

07｜スケジュール・
  推進体制



実現方策の検討 29０6
6-1 社会実験の企画

• 今後、社会実験により、当事業の課題・ニーズ、空間や活用の在り方について検討していく
必要があります。

久御山町
かわまちづくり

構想策定

MI ZUBE

2024年度

住民WS（サポー
ターズ立ち上げ）

2025年度
久御山町

かわまちづくり
計画検討

社会実験の開催

2027年度

かわまちづくり計画に基づく整備
検討

有志による活用
開始

2026年度 2028年度以降

事業着手

活用事業の
本格化社会実験の開催
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推進体制のイメージ

地域のまちづ
くりの担い手 地域事業者

（若手農業者、
地域で起業したい

事業者等）

地域防災の
担い手

久御山町

河川管理者
（国土交通省）

有識者
（まちづくり等に
見識のある大学教

授等）

近隣施設管理
者

（イオン、ルート
インホテル等） 久御山町

かわまちづくり
協議会

有志住民
（トライアルWS

参加者等）

かわまちづくり
パートナーズ

準備会連携

京都府
（お茶の京都

DMO等）

6-2 推進体制

• 今後「久御山町かわまちづくり協議会」を立ち上げ、「かわまちづくり計画」を検討していきます。
• また、具体的なコンテンツや活動内容について、「かわまちづくりパートナーズ準備会」を立ち

上げ具体的なアイデアを練っていきます。
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構
想
計
画
段
階

久御山町
かわまちづくり協議会

かわまちづくり
パートナーズ準備会

事業内容検討／
構想・計画への位置付け

事業アイデア（ソフト）
の検討

事業アイデアの試行
（トライアル）

結果反映 検証
報告・提案

供
用
段
階

設計等空間デザイン等の監修／
活用等に関する方針検討

ソフト事業等の実施（活用）河川占用等に係る判断

活用を通じたルール・マナー等
の検討／共有

運用上の課題等に関する検討

報告・提案

活動の促進に係る支援方策検討
アドバイス

・支援

• 「久御山町かわまちづくり協議会」と「かわまちづくりパートナーズ準備会」が、以下のような
役割分担をとるとともに、連携を図りながら事業の検討・推進を図ります。
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04｜かわまちづくりの
基本方針

05｜MIZUBEステー
ションの機能や空
間形成の在り方

06｜実現方策の検討

6-1  社会実験の企画

6-2  推進体制

6-2 推進体制

実現方策の検討０6



本構想検討のプロセス 32参考資料

回 実施日 内容
第１回 令和6年5月30日（木） 活用の方向性の精査、防災に係る運用、及び機能の検討
第２回 令和6年8月6日（火） 活用プログラム（ソフト事業）等の検討、防災ステーション、及び船着場の整備内容の検討
第３回 令和6年10月31日（木） ・活用プログラム（ソフト事業）等の検討、防災ステーション、及び船着場の整備内容の検討、

公民連携事業の方向性検討

参考 アンケート・ワークショップ・庁内検討委員会の実施概要

• 前述の通り、アンケート・ワークショップを実施し、町民等の意見を構想に反映しました。
• また、庁内検討委員会を開催し、庁内での合意形成を図りながら検討を進め、本構想を策定

しました。

庁内検討委員会の実施概要

対象者 久御山町内外の住民
アンケート実施期間 令和６年１１月３日（日）～１２月１０日（火）
アンケート方法 ・久御山町広報折り込みチラシ配布（広報くみやま 11/15号）・久御山高校、久御山町政70

周年記念イベント参加者、イオンモール久御山来訪者へのチラシ配布
アンケート回答数 合計：320件(WEB回答：271件 紙回答：49件)

アンケート調査の実施概要

トライアル・ワークショップの実施概要
回 第１回 第２回 第３回

実施日 令和6年12月21日（土）10：00～12：00　 令和7年1月24日（金）19：00～21：00　 令和7年3月10日（月）19：00～21：00
参加人数 15名 8名 16名
テーマ 「（仮称）MIZUBEステーションで

やってみたいことを出し合おう」
「アイデアからチームに分かれて具

体的なプロジェクトを考えよう」
「チームごとにプロジェクトの具体

的な活動計画を考えよう」
内容 ■現地見学(宇治川左岸)  

■ワークショップ
１  話題提供「やってみたい！を

かなえるためのヒント」
２ 「（仮称）MIZUBEステーショ

ンでやってみたいこと」の共有

１ 各テーマに分かれてやってみた
いアイデアをブレスト

２ チームに分かれてプロジェクト
の検討

３ 検討結果共有

１.話題提供 話者：依藤智子さん
（㈱ワイキューブ・ラボ取締役）

２.チームに分かれてプロジェクト企
画のブラッシュアップ

３.検討経過報告・互いに講評
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（参考資料）本構想検
討のプロセス

■ アンケート・ワー
クショップ・庁内
検討委員会の実施


